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被
害
対
策
に
関
す
る
問
合
せ

西
臼
杵
支
庁
及
び
各
農
林
振
興
局

各
市
町
村
・
各
農
協
・
各
森
林
組
合

等

発
行
元

鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
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特定外来生物 ア ラ イ グ マ 出 没 か？ ・ ・ ・ ！ ！ ！ ！ ！！

鳥獣被害対策マイスター研修

（ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ研修） ↓

← 宮崎市清武町黒北での現地研修の様子

鳥
獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

研
修（
中
小
型
獣
対
策
）を
開
催
し
ま
し
た
。

【鳥獣被害対策支援センター】
https://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/kankyo/shinrin/mfc/damagesupport/index.html

県
で
は
、
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策

を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
平
成
22
年

度
よ
り
各
地
域
で
技
術
指
導
な
ど
を

行
う
鳥
獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
を

養
成
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
マ
イ
ス
タ
ー
の
知

識
と
技
術
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

「
鳥
獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
研
修
」
を
併
せ
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
中
小
型
獣
対
策
研
修
と

題
し
、
「
ア
ナ
グ
マ
等
の
生
態
と
被

害
防
止
対
策
」
に
つ
い
て
、
中
小
型

獣
の
生
態
や
被
害
対
策
防
止
の
方
法

に
詳
し
い
、
埼
玉
県
農
業
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
鳥
獣
害
防
除
研
究
チ
ー
ム

の
古
谷
益
朗
氏
を
招
聘
し
て
県
北
会

場
で
は
、
７
月
27
日
に
林
業
技
術
セ

ン
タ
ー
で
、
県
南
会
場
で
は
、
28
日

に
宮
崎
市
清
武
総
合
支
所
及
び
清
武

町
黒
北
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

室
内
で
は
、
ア
ナ
グ
マ
、
ハ
ク
ビ

シ
ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
総
合
的

被
害
対
策
や
野
生
生
物
か
ら
田
畑
を

守
る
！
～
鳥
獣
被
害
対
策
の
た
め
の

意
識
改
革
～
な
ど
に
つ
い
て
の
座
学

を
実
施
し
た
あ
と
、
午
後
か
ら
の
現

地
研
修
で
は
、
中
型
動
物
の
農
作
物

被
害
防
止
柵
と
し
て
実
際
に
、
埼
玉

県
で
開
発
さ
れ
た
「
楽
落
く
ん
」
、

低
コ
ス
ト
型
の
「
楽
落
く
ん
ラ
イ

ト
」
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

（林業技術センターでの室内研修の様子）

設
置
後
は
、
講
師
か
ら
改
善
点
の
な
ど
の

説
明
や
水
路
な
ど
凸
凹
部
の
対
策
方
法
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
県
南
会

場
で
は
、
実
際
に
被
害
に
遭
わ
れ
た
農
家

の
方
か
ら
被
害
状
況
の
説
明
を
受
け
鳥
獣

被
害
対
策
の
重
要
性
を
改
め
て
知
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
受
講
さ
れ
た
マ
イ
ス
タ
ー

の
今
後
の
現
場
指
導
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

６
月
下
旬
小
林
市
に
お
い
て
、
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ

れ
、
農
畜
産
作
物
な
ど
に
深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
す
ア
ラ
イ
グ

マ
と
思
わ
れ
る
痕
跡
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

県
内
に
お
い
て
は
、
平
成
27
年
度
に
延
岡
市
と
日
之
影
町
で

１
頭
ず
つ
、
ま
た
、
平
成
28
年
度
に
西
都
市
及
び
高
原
町
で

1
頭
ず
つ
の
計
４
頭
が
捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
後
、
早
急
に
暗
視
カ
メ
ラ
に

よ
る
監
視
を
7
月
下
旬
ま
で
行
い
ま
し
た
が
、
ア
ナ
グ
マ
、

タ
ヌ
キ
、
イ
タ
チ
が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
ア
ラ
イ
グ
マ
は

確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

７
月
29
日
、
上
記
マ
イ

ス
タ
ー
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
（
中
小
型
獣
対
策
）
の
講
師
と

し
て
招
聘
し
て
い
た
埼
玉
県
の
古

谷
益
朗
氏
の
同
行
の
も
と
、
マ
イ

ス
タ
ー
及
び
西
諸
県
地
域
鳥
獣
被

害
対
策
特
命
チ
ー
ム
で
研
修
会
を

現
地
で
開
催
し
、
痕
跡
の
実
物
を

確
認
し
た
う
え
で
ア
ラ
イ
グ
マ
で

あ
る
か
否
か
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
が
、
調
査
の
結
果
は
、
「
過
去

に
生
息
（
一
時
的
な
通
過
等
）
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
測

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
に
ア
ラ
イ
グ
マ
と
思
わ
れ
る
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
支
庁
・
各
農
林
振
興
局
、
市
町
村
役
場
な

ど
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

（写真手前が「楽落くん」、
奥が「楽落くんライト」）

（研修の様子）

（暗視カメラ確認の様子）

（痕跡状況調査）

（農家の方からの被害状況の説明の様子）



☆鳥獣被害対策地域特命チームだより☆

東
臼
杵
（
北
部
）
地
域

西
諸
県
地
域

藪地の整備とネット張り作業

○

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
の
推
進

東
臼
杵
北
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
管
内
で
は
、
４
つ
の
モ
デ
ル
集

落
を
設
置
し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

延
岡
市
北
浦
町
歌
糸
集
落
は
平
成

27
年
度
か
ら
モ
デ
ル
集
落
で
あ
り
各

種
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

女
性
の
元
気
度
が
年
々
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。

井
上
雅
央
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
招

い
て
の
現
地
研
修
会
を
27
年
に
開
催

し
て
以
降
、
研
修
会
へ
の
女
性
の
参

加
率
が
増
え
て
い
ま
す
。
集
落
で
は
、

バ
ー
ド
パ
ン
チ
ャ
ー
の
展
示
や
、
防

護
柵
・
ネ
ッ
ト
の
設
置
状
況
点
検
、

草
む
ら
の
除
去
や
ネ
ッ
ト
の
張
り
替

え
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
３
月
か
ら
は
、
女
性
グ
ー

プ
10
名
が
「
鳥
獣
に
負
け
な
い
野
菜

づ
く
り
」
の
勉
強
会
を
始
め
、
モ
デ

ル
菜
園
「
す
ず
め
の
学
校
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
収
穫
物
は
地
元
の
事
業

所
等
で
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
夏

に
は
手
作
り
の
無
人
販
売
所
「
す
ず

め
の
お
や
ど
」
を
集
落
内
に
オ
ー
プ

ン
さ
せ
ま
し
た
。
菜
園
の
周
囲
に
は
、

猿
・
鹿
・
猪
も
出
没
し
ま
す
が
、
ワ

イ
ワ
イ
集
ま
っ
て
の
共
同
作
業
は
メ

ン
バ
ー
の
楽
し
み
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

「
野
菜
を
売
っ
て
、
島
根
県
美
郷
町

の
【
青
空
サ
ロ
ン
】
に
行
こ
う
！
」

を
合
い
言
葉
に
野
菜
の
手
入
れ
に
余

念
の
な
い
女
性

達
、
そ
し
て
そ

の
活
動
を
支
え

る
男
性
陣
で
集

落
は
活
気
を
見

せ
て
い
ま
す
。

無人販売所「すずめのおやど」

モデル菜園の手作り看板

すずめの学校のメンバー

○

平
成
29
年
度
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
交
付
金
事
業
の
整
備
事
業
取

組
農
家
を
対
象
と
し
た
事
前
研

修
会
を
開
催

西
諸
県
地
域
で
は
、
平
成
29
年
度

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
交
付
金
関
係
事

業
に
お
い
て
11
月
以
降
に
防
護
柵
の

整
備
を
行
う
地
域
の
生
産
者
を
対
象

と
し
た
事
前
研
修
会
を
10
月
12
日
（

木
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
生
産
者
37
名
、
関
係

機
関
14
名
の
参
加
が
あ
り
、
林
業
技

術
セ
ン
タ
ー
を
招
い
て
集
落
レ
ベ
ル

で
の
被
害
対
策
の
重
要
性
、
防
護
柵

の
機
能
的
な
設
置
方
法
、
地
域
の
鳥

獣
被
害
の
現
状
等
に
つ
い
て
講
演
・

実
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

鳥獣被害対策支援センターから電気柵設置などについて

西諸県地域の野生鳥獣の被害状況と対策について

に
、
防
護
柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

張
り
方
を
誤
る
と
被
害
の
防
止
効
果

が
大
幅
に
減
じ
て
し
ま
う
こ
と
や
、

長
期
に
渡
る
柵
の
管
理
が
困
難
に
な

る
こ
と
を
生
産
者
に
十
分
に
説
明
し
、

事
業
の
効
果
的
な
利
用
を
促
し
ま
し

た
。
生
産
者
か
ら
は
、
柵
が
壊
れ
た

場
合
の
対
応
方
法
や
柵
の
設
置
方
法

等
に
つ
い
て
多
数
の
質
問
が
あ
り
、

充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
以
降
も
、
こ
の
よ
う
な
研

修
会
を
開
催
し
、
地
域
の
鳥
獣
被
害

の
減
少
を
図
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。


